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事業全体図
一般国道９号は、京都府京都市を起点とし、山陰地方の主要都市を経由し、山口県下関市に至る延長約７８０kmの主要

幹線道路です。

笠波峠除雪拡幅は、兵庫県の最高峰氷ノ山（1.510m）に続くハチ北高原の麓に位置する積雪が多い一般国道９号の笠

波峠付近において、除雪した雪を積んでおく堆雪帯を設けることで、冬期の安全で円滑な交通を確保するとともに、トンネ

ルにより地すべり区間の回避を目的とした、延長4.6ｋｍの事業です。

かさなみとうげ ひょうのせん ふもと

一般国道9号 笠波峠除雪拡幅
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広域図

かさなみとうげ

位置図

大規模地すべりブロック

凡例

国道

開通済

事業中
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その他
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高速道路等
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事業の概要
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区 間

みかた か みちょうむらおか や い だに

（起）兵庫県美方郡香美町村岡区八井谷
みかた か みちょうむらおか ひ か げ

（終）兵庫県美方郡香美町村岡区日影

道路延長 4.6km

構造規格 第３種第２級

設計速度 60ｋｍ／ｈ

車 線 数 ２車線

標準幅員 13.0ｍ

計画交通量 8,800台／日

全体事業費 187億円

事 業 化 昭和６２年度

用地着手 昭和６３年度

工事着手 平成５年度

開通延長 １.５km

事業進捗率 49％（平成27年度末）

用地取得率 85％（面積ベース、同上）

事業の概要、進捗状況

事業の目的

■冬期の安全で円滑な交通の確保

■地すべり区間の回避

一般国道9号 笠波峠除雪拡幅

標準断面図

位置図

航空写真

大規模地すべりブロック

広域図

●整備前

●整備後

単位【m】

笠波峠除雪拡幅
開通済
事業中

国道９号

笠波峠除雪拡幅 延長4.6km

大規模
地滑りﾌﾞﾛｯｸ

かさ なみ とうげ



再評価の視点 一般国道9号 笠波峠除雪拡幅

3

再評価の視点 現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の
変化

前回再評価時点（H25年12月）か
ら大きな変化なし

２）事業の整備効果
前回再評価時点（H25年12月）か
ら大きな変化なし

３）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変化が
ないため算出を省略

前回（全体）
費用 ２２９億円
効果 ２６０億円

４）事業費の変化
前回再評価時点（H25年12月）か
ら変化なし

５）地域における計画等
前回再評価時点（H25年12月）か
ら大きな変化なし

事業の進捗の見込みの視点
進捗率（事業費） 約49％
用地取得率（面積） 約85％

コスト縮減や代替案立案等の可能
性の視点

新技術・新工法の活用などを引き
続き検討
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１）事業の進捗状況
平成２８年度事業内容

・現在、用地取得、調査・設計を実施しています。

進捗状況

・平成27年度末までの進捗は、用地取得率約85％（面積ベース）、事業進捗率は約49％（事業費ベース）です。

事業進捗上の課題

・大きな課題はありません。

２）今後の事業スケジュール等
・引き続き、用地取得を推進し、早期の開通を目指します。

事業の進捗の見込みの視点 一般国道9号 笠波峠除雪拡幅

区間 未開通区間 開通済区間

用地
用地進捗約85％

用地推進 用地取得済

工事 調査・設計推進
H10～11年度開通

（２車線）

※用地取得率はH28年3月末時点の面積ベース。

大規模地すべりブロック

笠波峠除雪拡幅
開通済
事業中

国道９号



関係自治体の意見

■兵庫県知事
平成２９年１月１８日 土第１６８５号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会
について（回答）
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一般国道9号 笠波峠除雪拡幅

一般国道９号は、日常生活はもとより、産業や観光など地域の活性化を

支える上でも、重要な幹線道路である。

但馬地域の香美町村岡地区は、国内でも有数の豪雪地帯であることから、

国道９号の周辺道路の多くが冬季通行不能となり、地域の交通は国道９号に

依存している状況である。

しかしながら、笠波峠は現道が急勾配でカーブがきついなど、特に冬期間

における安全で円滑な交通の確保が課題となっている。

このため、引き続き、地元からも強い要望がある笠波峠除雪拡幅事業の推

進を図っていただきたい。



関係自治体の意見
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一般国道9号 笠波峠除雪拡幅

◆沿線市町村の期待

（道路整備に期待する効果）

国道9号笠波峠は縦断勾配がきつく、冬季の難所となっているため、道路拡幅及びトンネル化による安全で円
滑な交通確保は地域住民の悲願であるとともに、観光客の増加や販路拡大による地域産業の拡大が期待され
ます。

①観光

・鳥取県東部～但馬北部・京都府北部間のアクセス向上により、日本滝百選の一つ、猿尾滝を始めとした景
勝地やハチ北スキー場を始めとしたアクティビティ施設への観光客数および宿泊者数の増加。

②地域産業

・流通の利便性向上による農林水産品、畜産品（但馬牛）の販売額の増加。

③円滑な交通の確保

・国道９号は緊急輸送道路であるが、雪害による通行止めが発生している状況であり、笠波峠の道路拡幅
及びトンネル化による安全で円滑な交通確保に期待。

（町の取り組み）

①観光
・開通にあわせて、４つの道の駅連携による食イベントや、周辺地域と連携した観光客誘客キャンペーンの
実施。
・広域観光の体制整備

②地域産業

・販売額の増加を目指し、事業拡大、雇用拡大を行う企業への支援強化。

③快適な道路空間の確保

・平成１６年度に「香美町村岡区国道９号沿道美化推進協議会（ボランティアサポートプログラム）」を結成し、
植栽管理や清掃など沿道環境の美化に取り組んでいる。

■香美町長



対応方針（原案）

笠波峠除雪拡幅は、事業の必要性等に関する
視点に変更はなく、事業の進捗の見込みの視点
から継続が妥当と判断できる

引き続き事業を推進し、早期の開通を目指す
ことが適切である

事 業 継 続
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一般国道9号 笠波峠除雪拡幅










